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平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  
 
 

学 校 名 高山市立宮小学校 

実 施 期 間 平成２６年１２月６日（土） 

 

実 施 概 要 

 ①家族参観・地域住民参観 
  ・「がりゅう発表会」として、毎年生活科や総合的な学習の時間に学

んだ地域の自然、歴史、文化、産業、人などについて、各学年でテ
ーマを決めて発表する。 

 ②地域の名人に学ぶ会 
  ・ふるさと講話「ふるさと一之宮町のお話」を地域の方（古田民子さ

ん）の紙芝居とお話で学ぶ。 

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  ☑自然   ☑歴史   ☑文化   ☑産業   ☑その他 

 公開の方法 
  ☑授業公開 ☑成果発表 ☑交流活動 ☑講演会等 
 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

保 護 者     約１７０ 人 
計 約１９０ 人 

地域関係者     約 ２０ 人 

 

実 施 状 況 

 １，２年生の生活科、３～６年生の総合的な学習の時間において、一之
宮地域や一之宮町の人材から学んだことを、地域の方々に向けて学習成果
として発表した。発表に際して、情報の集め方や調べ方、まとめ方などを
学習し、主体的、創造的な態度を育成することも重点として取組を行った。 

 今年度は、土曜授業として行ったため、地域の来場者が例年より多く、
どの学年・学級も盛況の中、発表することができた。 

＜内容＞ １年生「あきの おもちゃやさん」 

     ２年生「畑・町・乗り物たんけんたい」 

     ３年生「一之宮の町じまん」 

     ４年生「福祉教育」 

     ５年生「川・水・森とわたしたち」 

     ６年生「総合学習で学んだこと」 

 

＜１年生＞           ＜２年生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜３年生＞           ＜４年生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜５年生＞           ＜６年生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜ふるさと講話＞ 

 

 

 

 

 

成果及び課題 

＜保護者・地域の方のアンケートより＞ 

○人前で堂々と話す姿から伝えようとする気持ちが表れていたこと、また、
伝えるために言葉、道具、絵など工夫ができていた。 

○どの学年も、学んだことがしっかり発表されていて、成長を感じること
ができた。この体験を大人になっても忘れずにいてほしい。 

○人前で発表や意見をいうことに子どもたちはプレッシャーを感じながら
も一生懸命取り組んでそれをやりきった達成感を感じている。この精神
力の強さを鍛える取り組みとしてもがんばってほしい。 

○家庭では見られない子どもの姿をみることができ、よかった。地域のこ
とを知ることができ、勉強になった。 

○どの学年も課題を踏まえ、発表に向かい一生懸命発表している。いろい
ろな経験ができる一之宮町の子どもは幸せだと思う。将来の一之宮町を
背負っていく子どもたちなのだと思うと頼もしく感じた。 

●学年別にそれぞれのクラスで発表会形式で行うが、発表し終わった児童
の聞き方指導や保護者のさらなる積極的な参加の仕方を工夫する。 

 


